
学院への援助と共に
尚絅誌が届きます。

尚絅学院後援会は、「尚絅誌の発行」と「学院への援助」を
　  行っている支援団体です。学院を応援してくださる
　　方ならどなたでもご加入いただけますので、
　　ご協力の程お願い申し上げます。

※9月のみ通常号・入募集特集号同時発行

手数料無料の振込用紙がございますのでご利用ください。

5月 7月 9月 12月 2月

2,000 02230-3-2116円／年
郵便振込口座NO

（年6冊 5回発送）

年 会 費 納入方法

　中学・高等学校では、新校舎になり

初めての入学式が執り行われました。

　昨年12月に地下鉄東西線が開通

し、国際センター駅から尚絅まで徒歩

圏にあり、とても便利になりました。

　恵まれたアクセスと新校舎でフ

レッシュな生徒達の元気な姿を見る

と、「神様より選ばれた生徒たちが尚

絅で3年間有意義に過ごすことがで

きますように！」と思わずにはいられま

せん。 （T･S）

※尚絅誌購読中の方で、氏名・住所等変更された場合は、ご連絡ください。
※記事を読んでの感想・懐かしい思い出のお写真、楽しい情報等もお待ちしています。
　お手紙・おハガキ・TEL・FAX・E-mailにてご連絡ください。

数年分をまとめてのお申し込みも、お待ちしております。

TEL022-381-3342   FAX022-381-3467
U R L：http://ap.shokei.jp/dk/
E-mail：koenkai@shokei.ac.jp

〒981-1295 宮城県名取市ゆりが丘4-10-1 
尚絅学院後援会
事　　務　　局

小
野
寺

　正
美
様（
85
歳
）

（
短
大
英
文
科
昭
和
28
年
卒
業
生
）

１
月
16
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た

菊
地

　秀
雄
様（
79
歳
）

（
中
高
教
員
　
熊
谷
千
鶴
様
ご
尊
父
）

１
月
28
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た

赤
司

　正
子
様（
82
歳
）

（
経
営
管
理
部
・
事
務
職
員

　
　
　
　
　
　
山
下
と
も
様
ご
祖
母
）

２
月
17
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た

上
西

　常
夫
様（
81
歳
）

（
学
院
評
議
員
　
上
西
則
子
様
ご
主
人
）

２
月
19
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た

平
山

　公
子
様（
89
歳
）

（
大
学
・
人
間
心
理
学
科
教
員

　
　
　
　
　
　
太
田
健
児
様
ご
岳
母
）

３
月
１
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た

丹
野

　太
郎
様（
89
歳
）

（
顧
問
・
元
理
事
）

３
月
21
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た

平
澤

　ミ
キ
様（
１
０
０
歳
）

（
中
高
教
員
　
平
澤
和
昭
様
ご
祖
母
）

４
月
20
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た

前
田

　ツ
サ
様（
91
歳
）

（
大
学
・
こ
ど
も
学
科
教
員

　
　
　
　
　
　
前
田
有
秀
様
ご
祖
母
）

２
月
14
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た

千
葉

　貞
幸
様（
70
歳
）

（
大
学
・
健
康
栄
養
学
科
実
験
助
手

　
　
　
　
　
　
千
葉
元
子
様
ご
岳
父
）

２
月
３
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た

2016年度
オープンキャンパス案内
2016年度
オープンキャンパス案内

10/15（土）
10：30～16：00

10/16（日）
10：00～14：30

大学祭同時開催

6/25（土）
12：30～16：00

大学紹介・授業体験・学科オリジナル企画・入
試対策講座・キャンパスツアー・先輩との懇
談・個別相談　等

大学紹介・学科オリジナル
企画・入試対策講座・キャ
ンパスツアー・個別相談・
Web出願説明会　等

7/23（土）
10：00～15：00

8/6（土）
10：00～15：00

大学紹介・授業体験・学科オリジナル企画・入
試対策講座・キャンパスツアー・先輩との懇
談・個別相談・学生企画・保護者対象セミナー
（就職・学費）・保護者対象公開講座・学食ラン
チ体験・エラオーパトリックホーム公開・課外
活動紹介・教職課程模擬授業　等

〒981-1224　名取市増田1-1-15
尚絅学院大学生涯学習センター
ＴＥＬ.022-381-1490 ＦＡＸ.022-381-1491

問 合 せ 先申込み方法
所定の用紙に氏名・住所・年齢
・電話番号を記入の上、郵送及
びFAXでお送りください。

スポーツクラブ絆詳細は、ＨＰをご覧
ください。

2016年度 前 期 講 座ご 案 内
尚絅学院大学 生涯学習センター

5月1日より
受付開始!!

HPもご覧下さい

場所 生涯学習センター・名取市増田

場所 尚絅学院大学・名取市ゆりが丘

オープンカレッジ
●英会話教室　●ハングル教室
●イタリア語教室　●書に親しむ

市民大学講座
●朗読ボランティア養成講座
●朗読
　宮沢
　賢治の
　世界
●アロマで癒し講座

●ヨガ　●レクダンス

●テニス　●バレーボール
●グランドゴルフ　●ウォーキング

シニアカレッジ
●俳句を味わう
●漢詩を読む
●生活の安全
　安心を考える

連携復興支援講座
●うたごえサークル　●なとり昔話し
●転ばぬ先の杖探し
●健康な暮らし講座

尚絅学院大学 入試広報課
TEL▶ 022-381-3311
FAX▶ 022-381-3325
E-mail▶ koho@shokei.ac.jp

お
申
込
み

お
問
い
合
せ

http://www.shokei.jp/

２０１６

7/18
(月・祝)

１６：００開演(１５：３０開場)
会場：川内萩ホール

〒980-8576 宮城県仙台市青葉区川内40 
Tel：022-795-3391 　Fax：022-795-3390 
＊ご来場の際には公共の交通機関をご利用ください。

＊都合によりプログラムが変更になる場合がございます。

♬主　催
尚絅学院中学校･高等学校 合唱部
♬お問い合わせ
尚絅学院中学校･高等学校(西川・横山)
　Tel 022-264-5881
　Fax 022-264-5901

入場無料

尚絅学院大学  環境構想学科
来て見て触って楽しめる
「環境マルシェ」開催のお知らせ
来て見て触って楽しめる
「環境マルシェ」開催のお知らせ
日時 2016年6月26日（日） 11：00～15：00(予定)
場所 サンモール一番町商店街
概要 環境構想学科の企画で、環境にかかわる様々な仕事や社会の取り組みを知っ

てもらおうというイベントを行います。サンモールのアーケード内に、服飾企
業が取り組む衣類のリサイクル、省エネ省資源に取り組むオフィス、エネル
ギーの自給自足を目指すNPO、森や生きものを守る仕事などを紹介する
ブースや、環境に対する高校生の取り組みを紹介するブースなどがマルシェ
のお店のように並びます。環境配慮商品の展示や販売のブース、体験型の
ブースもあり、見て触って楽しめるイベントです。ぜひお越しください。

多くの皆様のご来場、
お待ちしております!!

2
0
1
6

5
0
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「
尚
絅
学
院
募
金
事
業
」の

ご
報
告

SHOKEI507-表4_三[12].indd   1 2016/04/25   10:08

「尚絅学院募金事業」のご報告

　　　はばたき
2000年 尚絅学院大学女子短期大学部生活科学科 卒業
ヨガインストラクター ／ Ship street café オーナー
／早崎 陽子さん

学校行事報告、同窓会コーナー
退任者のご紹介、新任者のご紹介

情報掲示板

今号の言葉

卒業生コラム

 教職員エッセイ  梅の花
子ども学科教員／相馬 亮

輝き 
中学校・高等学校合唱部

中学校・高等学校／入学式

宗教主任からのメッセージ

vol.
507 

2016年（平成28年）
5月10日発行

尚絅とみんなをつなぐコミュニケーション誌
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１
２
０
周
年
記
念
事
業
募
金
の
御
礼

尚
絅
学
院
学
院
長・募
金
委
員
長

�

佐
々
木
　
公
明

　

学
院
創
立
１
２
０
周
年
を
記
念
し
て
、

大
学
礼
拝
堂
の
建
設
と
、中
学
校
・
高
等

学
校
校
舎
建
設
事
業
を
実
施
す
る
目
的

で
、２
０
１
２
年
1
月
〜
２
０
１
５
年
12

月
の
期
間
で
募
金
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

延
べ
１
４
７
８
件（
１
３
９
２
名
、86
団
体
）

の
応
募
が
あ
り
、
総
額
８
４
、
０
９ 

８
、９
５
３
円（
２
０
１
６
年
3
月
31
日

時
点
）を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
募

金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
既
に
御
案
内
の
よ
う

に
、大
学
礼
拝
堂
は
２
０
１
２
年
11
月
の

献
堂
式
以
降
、大
学
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の

中
核
的
空
間
と
し
て
活
発
に
利
用
さ
れ
て

お
り
、八
幡
地
区
に
完
成
し
た
中
高
新
校

舎
で
は
２
０
１
５
年
8
月
か
ら
生
徒
達
は

尚
絅
学
院
は
、こ
れ
ま
で
教
育
環
境
の

整
備
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
1
月
〜
２
０
１
５
年
12
月
の

期
間
で
行
わ
れ
た
建
設
整
備
事
業
募
金
に

つい
て
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

躍
動
し
て
、勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
学
生
・

生
徒
達
の
教
育
環
境
を
飛
躍
的
に
改
善

し
た
こ
れ
ら
２
つ
の
建
設
事
業
を
遂
行
で

き
た
こ
と
は
学
院
に
と
っ
て
大
き
な
恵
み

で
あ
り
、感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
、募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

へ
個
別
に
御
礼
申
し
上
げ
る
方
法
を
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、ま
ず
は
尚
絅
誌

の
紙
面
を
借
り
て
募
金
事
業
の
ご
報
告
と

御
礼
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
最
後

に
、生
徒
・
学
生
へ
の
給
付
奨
学
金
の
充
実

な
ど
、こ
れ
か
ら
の
学
院
の
教
育
活
動
を

よ
り
高
め
る
目
的
で
、経
常
的
に
寄
附
金

を
募
る
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
支
援
を
引
き
続
き
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

1. 応募申込件数・金額
大学礼拝堂 493件 27,205,975円
中 高 校 舎 431件 17,364,962円
指 定 な し 721件 39,533,016円

2. 寄付区分別内訳（人数・金額）
同窓生 468名 9,293,937円

在校生父母
大　学 328名 3,883,000円
高　校 248名 3,188,000円
中　学 27名 525,000円
幼稚園 10名 151,000円

教　会 21教会 1,015,670円
企　業 62社 13,140,000円

一般・学友 12名 647,586円
旧役員・旧教職員 126名 16,699,000円

役員・教職員・非常勤講師
理事・評議員 30名 10,250,000円
大学教職員 84名 9,136,000円
中高教職員 39名 2,495,000円
幼稚園教職員 6名 363,000円
経営管理部職員 15名 1,035,000円

同窓会 10,276,760円
尚学会 2,000,000円

（2016年3月31日現在）

＜ 募 金 実 額 ＞

1,478件� 84,098,953円
（2016年3月31日現在）

ご 報 告
皆様のご協力に心より御礼申し上げます。

尚
絅
学
院
募
金
事
業

「

「

の
ご
報
告
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体
育
館
建
設
と

�

グ
ラ
ン
ド
整
備
計
画

中
学・高
等
学
校
事
務
長

�

菊
池
　
雅
人

　

中
高
建
設
計
画
も
後
半
の
工
程
が
進

行
し
、い
よ
い
よ
最
後
の
1
年
と
い
う
段
階

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、昨
年
中
に
は
広
瀬
の
旧
校
舎（
南

校
舎
、中
校
舎
、礼
拝
堂
）の
解
体
を
終
え
、

年
末
か
ら
体
育
館
の
工
事
に
と
り
か
か
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、4
月
に
は
北
校
舎
の

解
体
を
行
な
い
、広
瀬
グ
ラ
ン
ド
の
工
事
に

は
5
月
く
ら
い
か
ら
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

新
体
育
館
は
、校
地
の
南
西
側
の
角
に

建
築
中
で
、1
階
に
は
駐
車
場
と
剣
道
場
、

2
階
に
は
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
と
教
官
室
や

シ
ャ
ワ
ー
室
等
、3
階
に
は
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、体
育
館
の
東
側

に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
、北
側
に
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
場
と
弓
道
場
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

な
お
、澱
橋
か
ら
見
る
と
、県
道
を
挟
ん

で
両
側
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
建
物
が
並
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
後
の
工
程
は
、9
月
以
降
に
予
定
さ

れ
る
現
体
育
館
の
解
体
で
す
。
解
体
後
は
、

２
０
０ｍ
の
ト
ラ
ッ
ク
を
整
備
す
る
計
画
で
、

す
べ
て
の
工
程
は
２
０
１
６
年
12
月
末
日

に
終
了
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

校舎棟

体育館棟

新校舎全体配置図

ソフト
ボール場

弓道場

テニス
コート

大学礼拝堂（2012年11月24日完成）

中学校・高等学校 校舎（2015年5月完成）

中学校・高等学校 礼拝堂内部（2015年8月完成）

大学礼拝堂内部

新体育館

体育館アリーナ
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　私は現在画家として絵を描いて

います。もともと油彩が専門でした

が、近年は鉛筆でモノクロームの

世界を描き続けています。「モノが

そこに在ること」を追究することが

私のテーマです。

　さて、私にとって絵を描く行為とは

「生きた時間を記録すること」と考

えています。鉛筆という画材の特性

もあり、制作には大変な時間を要し

ます。たった1枚の紙に数ヶ月も自

分の時間を費やす時もあります。

つまりそれは「自分と向き合う時

間」。絵と対峙する中で「己は何者

であるのか」と自己へ問い続けな

がら、自分が生きた時間を絵に注

ぎ込みます。私の作品には私の人

生が詰まっているのです。

　おそらく私にとって「絵を描くこと」

は一種の宿命なのだと思います。

呼吸をするように絵を描く。私は絵

を描くことを通して、自分は「どう生

きるのか」を模索し、そして自己の

存在理由を探し続ける旅を一生続

けていくのだと思います。私は「絵

を描く」ことによって生かされている。

そうあるために、今日も絵を描き続

けています。

「私が絵を描く理由」

中学校・高等学校合唱部
Vol.6

　私たちは中学生と高校生が共に活動を行っていますの

で、その年齢差は最大で6歳にもなるわけですが、上級生

は下級生の面倒をよく見、下級生は先輩の背中を見、お互

いを高めあいながら毎日活動に励んでいます。

　日々の練習では部長を中心に各パートリーダーが核とな

り、自主的に練習に取り組んでいます。大小合わせると、ほ

ぼ毎月1回は本番がありますので効率よく練習をする必要

があります。また特進、文理、総進、中学校と実質4コース

の生徒で活動を行っているので、スケジュールの調整にも

工夫が必要です。

　時には意見がぶつかることもありますが、そのような時

には話し合いを重ね、丁寧に問題を解決することに努めて

います。

　昨年度からはコンクールへの参加復帰を決め、また練習

の中には基礎体力向上のために運動を取り入れるなど、

年々活動は活発化しています。

　今後もこれまで先輩方が築いてこられたものを大切にし、

さらに良い部活動になるよう努めていきたいと思います。

中学校・高等学校合唱部部長　柳瀬 そら

vol.41教職員エッセイ

子ども学科 教員

相馬　亮

梅の花
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ヨガインストラクター ／ Ship street café オーナー

早崎　陽子さん
2000年　尚絅学院大学女子短期大学部生活科学科　卒業

［ 卒業生コラム ］

vol.41
さまざまなことに興味を持ち、

「好き」の気持ちを大事に突き進む

尚絅卒業後どんな経過をたどり 
現在の仕事につきましたか?
　短大時代は「空間をデザインする事」に興味があり

建築科コースで空間の設計や住宅環境について学び、

アメリカ短期留学も自身の進みたい方向性を確信する大

きなきっかけの1つだったと思います。現地の建物等、一つ

一つのデザインがとても新鮮に目に映り、そのスタイリッシュ

さや色使いなどに圧倒され、また飲食店の雰囲気や、食事の盛

り付け方へのデザインにも魅了されました。その時、自分の中で

湧きあがった「この感覚だ!!」という想いは今でも、思い出すとわくわくしてし

まう程です。

　卒業後3年間家電商品や住宅まわり等を取り扱う総合企業で勤務し、その後

大好きだった雑貨＆カフェで働きながら、接客、料理を担当し、沢山の本を見

て勉強していました。

　その頃出会ったのが、常に動いていくヨガ「アシュタンガヨガ」で、外側から

動かす事で、内側へと自然につながり、最終的には強いメンタルを作っていく

というもので、私はその「ヨガ」に、すっかりはまってしまいました。

　今の自分をしっかりと受け入れて、進み続ける事の大事さを感じた私は、NY

へヨガを学びに行き、インストラクターとなりました。

　同時に「食」の重要性も認識し、VEGANというお肉や魚、乳製品類を使わず

に調理した食のスタイルとRawfood（酵素を沢山取る食のスタイル）の要素も

加えたVeganカフェをオープンさせました。

この仕事をして見えてきたことをお聞かせ下さい。
　在学中学んだことや経験した事が今の自分に繋がるとは思っていませんでし

たが、私は「これが好きだ!」という自分の思いを大事にし、信じ、進んできました。

　自分自身としっかり向き合うことで、ずっと輝いていられるのだと感じ、そ

の為にも「今」その瞬間瞬間を大切に、楽しく過ごしていきたいと思っています。

2000年 尚絅学院大学女子短期大学部生活科学科　卒業
　 同 年 松下パナソニックシステム㈱勤務
2003年 退社、その後雑貨店やカフェで勤務
2009年 ヨガインストラクター（Eveイーヴ）として活動
2010年  NY にてライセンス取得 

（Jivamukti yoga 正式指導資格、全米アライアンス RYT200認定指導者）
2010年 Ship street café　オーガニックカフェオープン
 現在に至る

早崎さん関連のHPの案内
ShipStreetCafé▶http://life-thyme-plus.com

Yogacco▶http://www.yogacco.com

HOLTyogaSTUDIO▶http://holt.jp/sendai/

レッスン中

プロデュースしたメニュー

東北ヨガフェスティバル参加者と
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4
月
12
日（
火
）

入
園
式

　
幼
稚
園
の
桜
も
満
開
に
咲
き
誇
る
中
、

ぴ
か
ぴ
か
の
真
新
し
い
荷
物
を
も
っ
た

新
入
園
児
50
名
が
、尚
絅
幼
稚
園
の
仲

間
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
に
少

し
緊
張
し
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
が
、

担
任
に
新
し
い
名
札
を
付
け
て
も
ら
う

と
、み
ん
な
笑
顔
に
な
り
と
て
も
嬉
し

そ
う
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の

ク
ラ
ス
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
、「
は
ー

い
!
」と
元
気
な
返
事
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
み
ん
な
の
声
が
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ

い
に
響
き
わ
た
り
、ま
た
に
ぎ
や
か
で

明
る
い
園
生
活
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
自

然
の
中
で
遊
び
、そ
し
て
学
び
な
が
ら
、

楽
し
い
園
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
幼
稚
園
教
員　
澤
口 

美
咲
）

3
月
15
日（
火
）

修
了
式

　
幼
稚
園
で
は
3
月
15
日（
火
）修
了
証

書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
年
長
児
50
名
の
子
ど
も
達
一

人
ひ
と
り
が
、園
長
か
ら
証
書
を
も
ら

い
ま
し
た
。
と
て
も
誇
ら
し
げ
で
自
信

と
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
表
情
、堂
々

と
証
書
を
高
く
あ
げ
た
姿
に
成
長
を
感

じ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
方
々
も
沢
山
来
て
下
さ
り
、

お
祝
い
の
言
葉
を
下
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
神
様
に
愛
さ
れ
、沢
山

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
過
ご
し
た
日
々

を
胸
に
、光
の
子
と
し
て
あ
ゆ
ん
で
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
幼
稚
園
教
員　
清
野 

正
恵
）

3
月
5
日（
土
）

学
習
発
表
会

　
3
月
5
日
に
中
学
校
で
学
習
発
表
会

が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
は
音
楽
発
表
で
、

1
年
生
が
ア
ル
ト
リ
コ
ー
ダ
ー
、2
年

生
は
バ
イ
オ
リ
ン
、3
年
生
は
合
唱
を

し
ま
し
た
。
次
に
体
育
発
表
で
、3
年

生
の
み
な
さ
ん
が
ダ
ン
ス
や
剣
道
の
演

武
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
が

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
発
表
で
し
た
。

　

私
は
、授
業
で
初
め
て
バ
イ
オ
リ
ン

を
持
っ
た
と
き
、本
当
に
う
ま
く
弾
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
。
し

か
し
、練
習
を
た
く
さ
ん
し
た
の
で
、

本
番
で
は
き
れ
い
な
音
で
弾
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
発
表
で
は
、発
表
者
が
自
分

の
言
葉
で
説
明
で
き
て
い
た
の
で
す
ご

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
の
学
習
発
表
会
も
良
い
も
の
に

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

�
（
2
年　
八
鍬 

舞
香
）

3
月
17
日（
木
）

修
了
式

　

去
る
3
月
17

日
、う
ら
ら
か
な

春
の
日
差
し
の

下
、
中
学
校
の
修

了
式
が
行
わ
れ
、

26
人
が
中
学
校
の

課
程
を
修
了
し
ま

し
た
。
今
年
は
初

め
て
修
了
生
が
賛
美
歌
を
ス
テ
ー
ジ
上

か
ら
列
席
者
に
向
か
っ
て
歌
い
ま
し
た
。

い
つ
も
恥
ず
か
し
が
っ
て
声
を
出
せ
ず

に
い
た
生
徒
も
み
ん
な
で
、大
き
な
声

で
賛
美
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

っ
か
り
し
た
声
で
歌
う
成
長
し
た
わ
が

子
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、保
護

者
の
方
々
も
と
て
も
い
い
修
了
式
だ
っ

た
と
感
動
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

修
了
生
た
ち
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し

い
生
活
で
も
思
い
切
っ
て
ど
ん
ど
ん
活

躍
し
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
修

了
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
中
学
校
主
任　
戸
嶋 

慎
）

中
学
校

　

新
約
聖
書
が
書
か
れ
た

２
０
０
０
年
前
の
当
時
、
世
界
の

共
通
語
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
し
た
。

最
も
多
く
の
人
々
が
使
用
す
る
言

語
で
イ
エ
ス
様
の
言
葉
は
伝
え
ら

れ
、
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の

で
す
。
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
愛
」
を
表

す
言
葉
に
は
4
つ
あ
り
、特
に
神
の

愛
を
表
す
と
き
に
は
「
ア
ガ
ペ
ー
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す
。
そ

の
意
味
は
値
し
な
い
も
の
を
大
切

に
す
る
無
条
件
の
愛
で
す
。
最
初
、

聖
書
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
際

に
は
、「
愛
」で
は
な
く
「
御
大
切
」

と
訳
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
他
者
を
愛
す
る
に
は

理
由
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
あ

の
人
は
優
し
い
か
ら
」「
か
わ
い
い
か

ら
」「
か
っ
こ
い
い
か
ら
」「
能
力
が

高
い
か
ら
」
な
ど
。
し
か
し
、神
様

が
私
た
ち
を
愛
し
て
く
だ
さ
る
の

に
理
由
は
い
ら
な
い
の
で
す
。
た
だ

神
様
は
私
た
ち
の
存
在
そ
の
も
の

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。

宗教主任から
の

メッセージ

田所義郎

愛
す
る
こ
と
の
な
い
者
は

神
を
知
り
ま
せ
ん
。

神
は
愛
だ
か
ら
で
す
。

�

（
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
14
章
8
節
）

幼
稚
園

各学校からの
お知らせ

情報
掲示板

入園・入学のフレッシュな笑顔。
巣立っていく晴れやかな笑顔。

校内にたくさんの笑顔があふれました。
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

4
月
8
日（
金
）

入
学
式

　

新
校
舎
で
の
記

念
す
べ
き
第
１
回

の
入
学
式
で
23
名

の
新
入
生
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
こ

の
瞬
間
か
ら
始
ま

る
、
新
し
い
学
校

生
活
へ
の
不
安
と
期
待
で
い
っ
ぱ
い
の

様
子
で
し
た
。
将
来
の
夢
や
目
標
に
向

か
っ
て
勉
強
や
部
活
を
精
一
杯
頑
張
り
、

新
し
い
仲
間
と
互
い
に
支
え
合
え
る
関

係
を
築
き
、た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作

っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
新
入
生
は
、ど
ん
な
こ
と

に
も
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
全
力
で
取
り

組
み
、尚
絅
学
院
の
生
徒
と
し
て
の
誇

り
と
自
覚
を
持
ち
、充
実
し
た
学
校
生

活
に
な
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
。」の
誓
い
の
言
葉
の
よ
う
に
、

有
意
義
な
中
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
中
高
教
員
1
Ａ
担
任　

石
川 

仁
）

2
月
13
日（
土
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力

中
学
生・高
校
生

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
５

　
「
J
I
C
A
国
際
協
力
中
学
生・高
校

生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
5
」（
主

催
：
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）

に
本
校
よ
り
2
3
1
作
品
を
応
募
し
、

1
年
6
組
の
近
藤
菜
々
恵
さ
ん
の「
本

当
の
支
援
」が
佳
作
、1
年
2
組
の
郷

古
ひ
な
た
さ
ん
の「
綺
麗
」が
宮
城
青

年
海
外
協
力
協
会
会
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
た
。
ま
た
尚
絅
学
院
高
校
と
し

て
学
校
賞
も
い
た
だ
い
た
。
2
月
13
日

に
仙
台
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
て
表
彰
式

が
あ
っ
た
。

�

（
中
高
総
務
部　
松
宮 

正
樹
）

２
０
１
５
年
度 

高
校
３
年
生
進
路
状
況

２
０
１
６
年
度 

中
学
校
・
高
等
学
校
入
試
状
況

　

就
職
状
況
の
好
調
は
引
き
続
い
て
お

り
、
就
職
希
望
者
6
名
全
員
が
就
職
を

果
た
し
た
。
国
公
立
大
学
で
は
文
系
コ

ー
ス
か
ら
宮
城
教
育
大
学
へ
2
名
の
合

格
者
を
出
し
た
こ
と
は
快
挙
と
言
え
る
。

ま
た
、
文
理
コ
ー
ス
か
ら
も
現
役
で
4

名
の
国
公
立
大
学
進
学
者
を
出
し
、
コ

ー
ス
始
ま
っ
て
以
来
最
高
の
実
績
を
上

げ
た
。
県
外
進
学
決
定
者
の
割
合
は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る（
13
年
：
15
・
2

％
、
14
年
：
22
・
6
％
、
15
年
：
25
・
9

％
）が
、
も
と
も
と
県
外
進
学
の
傾
向
が

高
か
っ
た
特
進
コ
ー
ス
に
、
文
理
・
文
系

コ
ー
ス
も
追
随
す
る
動
き
で
あ
る
。
よ

　

2
0
1
5
年
度
は
新
校
舎
の
使
用
が

始
ま
っ
た
の
に
伴
い
、
本
校
の
募
集
行
事

に
は
実
に
多
く
の
児
童
生
徒
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
校
の
教
育
環
境
の
充
実
と
通
学
の
利

便
性
が
高
ま
っ
た
「
尚
絅
学
院
」
を
、こ

れ
ま
で
よ
り
も
広
い
層
の
方
々
に
認
知

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
と
自
負

し
て
お
り
ま
す
。

　

志
願
者
を
見
る
と
中
学
校
入
試
で
は

Ⅱ
期
入
試
で
の
志
願
者
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
立
一
貫
校
と

の
併
願
を
考
え
る
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
次
年
度
の
課
題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
高
等
学
校
は
募
集
行
事
の
活
気

の
通
り
、
志
願
者
が
2
0
0
0
名
を
超

え
ま
し
た
。
中
で
も
新
し
く
コ
ー
ス
と

し
て
独
立
す
る
文
理
進
学
コ
ー
ス
の
志

願
者
の
多
さ
が
際
立
っ
て
お
り
ま
す
。

り
高
い
進
路
意
識
の
表
れ
と
も
言
え
る
こ

れ
ら
の
結
果
の
一
方
で
、
看
護
専
門
学
校
と

各
種
専
門
学
校
の
進
学
者
数
も
前
年
度
に

比
し
て
増
加
し
て
お
り
、
就
職
を
よ
り
具

体
的
に
意
識
し
た
進
路
決
定
者
も
多
い
。

　

一
般
後
期
日
程
で
の
進
路
決
定
者
は
国

公
立
の
4
名
を
合
わ
せ
て
16
名
と
な
っ
て

い
る
が
、
最
後
ま
で
頑
張
る
の
も
最
近
の
尚

絅
生
の
特
長
で
あ
る
。
卒
業
し
た
全
て
の

生
徒
た
ち
が
、
後
輩
た
ち
に
誇
れ
る
充
実

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

�

（
進
路
部
主
任　

濱
家 

博
幸
）

　

前
述
の
通
り
、
高
校
で
は
3
コ
ー
ス
制

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
中
学
校
で
は

週
六
日
制
の
中
で
の
学
習
習
慣
の
確
立
と

問
題
解
決
能
力
の
育
成
を
さ
ら
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
2
0
1
6
年
度
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
活
気
あ

る
生
徒
た
ち
の
様

子
を
お
伝
え
す
る

と
と
も
に
、
信
頼
さ

れ
る
進
路
指
導
、
そ

し
て
体
育
施
設
の

整
備
を
前
面
に
出

し
た
募
集
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

�（
入
試
広
報
部
主
任

�

熊
谷 

千
鶴
）

進路別状況
高等学校入試状況2016(定員240名）�※総合進学コースの合格者数は、併願合格を含みます。

（2016.4.1現在）

中学校入試状況2016(定員30名)
中学校 志願者 合格者 入学者 男子 女子

Ⅰ�期 24 20 20
4 19

Ⅱ�期 3 3 3
2016年度�計 27 23 23 4 19
2015年度 36 28 28 7 21

高校 志願者 合格者 入学者 合計 男子 女　子

総進進学コース
（120）

一　般 347 339 45
119 22 97推　薦 60 60 60

尚絅中 14 14 14

文理進学コース
（90）

一　般 969 702 52
72 22 50推　薦 14 14 14

尚絅中 6 6 6

特別進学コース
（30）

一　般 768 367 24
28 9 19推　薦 2 2 2

尚絅中 2 2 2
2016年度�計 2182 1506 219 219 53 166
2015年度 1876 1529 276 276 95 181

国公立大学・私立大学 189名
71.9％

4.2％0.8％

0.4％ 1.9％
2.3％

3.8％

12.5％

2.3％

卒業生　　　  263名

看護専門学校　 10名

就職　　　　　   6名
浪人 　　　　   11名

その他　　　      5名
海外留学 　        1名

国公立短大・私立短大　 6名
国公立大学・私立大学　 189名

各種専門学校　 33名

職業訓練校　　   2名

高
等
学
校
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学
習
サ
ポ
ー
ト

 

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

2
0
1
5
年
度
後
期
よ
り
、学
習
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
う
一
環
と
し
て

英
語
コ
ー
ス
と
日
本
語
文
章
作
成
コ
ー

ス
が
開
講
さ
れ
、受
講
学
生
は
熱
心
に

講
座
を
受
け
、担
当
講
師
の
手
厚
い
指

導
に
よ
り
、両
コ
ー
ス
と
も
学
生
の
学

力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
昨
年
受

講
し
た
学
生
か
ら
は
、『
英
語
の
授
業

以
外
に
定
期
的
に
英
語
の
学
習
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
ら
申
し

込
ん
で
参
加
し
て
い
る
の
で
、意
欲
を

強
く
持
っ
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。』

『
論
理
的
な
文
章
構
成
能
力
が
上
っ
た

と
思
う
。
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
面
白
さ
を
知
っ
た
。

先
生
が
個
別
に
指
導
し
て
く
れ
る
の
で
、

自
分
の
文
章
の
質
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。』と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
学
習

サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス
は
本
年
度
も
継
続
し

て
開
講
さ
れ
ま
す
。

�

（
教
育
研
究
支
援
課　
橋
本 

美
奈
子
）

連
携
交
流
課・海
外

 　
大
学
と
の
協
定
調
印

　

尚
絅
学
院
大
学
は
ジ
ャ
ド
ソ
ン
大
学

（
米
国
）、大
連
理
工
大
学（
中
国
）に
続

き
、新
た
に
海
外
の
四
大
学
と
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
弘
光
科
技
大
学（
台
湾
）や
培
材
大
学

（
韓
国
）と
は
、語
学
研
修
・
現
地
文
化

体
験
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
サ
マ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
参
加
、ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地

方
藝
術
専
修
大
学（
ロ
シ
ア
）と
は
音
楽

を
中
心
と
し
た
芸
術
・
文
化
研
修
、共

同
研
究
等
の
交
流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、シ
カ
ゴ
心
理
専
門
職
大
学
院（
米

国
）と
の
協
定
に
よ
り
、学
生
と
の
教
育

交
流
や
共
同
研
究
だ
け
で
な
く
、大
学

院
総
合
人
間
科
学
研
究
科
心
理
学
専
攻

に
2
0
1
6
年
度
よ
り
新
設
さ
れ
る 

「
臨
床
心
理
学
コ
ー
ス
」に
お
い
て
も
、

更
な
る
教
育
、研
究
へ
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
連
携
交
流
課　
佐
々
木 

真
理
）

４

「
専
門
フ
ー
ド

　
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」

 

優
秀
賞　
名
受
賞

　

昨
年
12
月

20
日
に
行
わ

れ
た
日
本
フ

ー
ド
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
協
会

主
催
の
平
成

27
年
度
専
門

フ
ー
ド
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト

（
食
品
開
発
）

資
格
認
定
試

験
に
お
い
て
、

健
康
栄
養
学
科
を
今
春
卒
業
し
た
對
馬

桃
香
さ
ん
と
川
股
真
理
子
さ
ん
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

専
門
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格

は
、従
来
の
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

資
格
を
取
得
済
み
ま
た
は
取
得
見
込
み

の
人
が
受
験
す
る
、よ
り
専
門
的
で
実

用
性
の
高
い
資
格
で
、2
0
1
4
年
度

か
ら
食
品
開
発
及
び
食
品
流
通
・
サ
ー

ビ
ス
の
2
部
門
の
資
格
認
定
試
験
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

健
康
栄
養
学
科
は
協
会
が
認
定
し

た
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
機
関

で
、所
定
の
科
目
を
履
修
し
単
位
を
修

得
し
た
学
生
は
4
年
次
に
フ
ー
ド
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
資
格
と
専
門
フ
ー
ド
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
資
格
認
定
試
験
を
受
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
健
康
栄
養
学
科
教
員

�

野
田 

奈
津
実
、布
木 

和
夫
）

2

大
　
学

3
月
1
日（
火
）

卒
業
式

　
証
書
授
与
後
の
ク
ラ
ス
代
表
者
に
よ

る
ス
ピ
ー
チ
は
、保
護
者
や
仲
間
ま
た

学
校
へ
の
思
い
や
感
謝
を
自
分
の
言
葉

で
話
し
た
も
の
で
、８
組
ま
で
続
く
中

で
多
く
の
感
涙
を
誘
っ
た
。
答
辞
も
、自

負
心
を
抱
き
つ
つ
成
長
を
誓
う
凛
と
し

た
内
容
で
あ
り
、後
輩
に
も
そ
う
し
た

思
い
が
届
く
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

練
習
に
は
な
か
っ
た
、「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」と
礼
を
し
退
場
し
て
い

く
生
徒
た
ち
を
見
送
り
な
が
ら
、心
に

響
く
卒
業
式
だ
と
感
じ
た
。
素
晴
ら
し

い
子
ど
も
た
ち
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
3
学
年
総
合
進
学
コ
ー
ス
主
任

�

佐
々
木 

大
輔
）

4
月
8
日（
金
）

入
学
式

　

春
の
柔
ら
か
な

日
差
し
の
中
、
高

校
1
年
生
2
1
9

名
が
入
学
式
に
臨

み
ま
し
た
。
新
礼

拝
堂
で
の
初
め
て

の
入
学
生
は
、総
合
進
学
コ
ー
ス
4
ク

ラ
ス
、
文
理
進
学
コ
ー
ス
2
ク
ラ
ス
、

特
別
進
学
コ
ー
ス
1
ク
ラ
ス
の
男
子
53

名
、女
子
1
6
6
名
で
す
。
校
長
先
生

か
ら
、『
学
校
生
活
は
楽
し
い
こ
と
ば

か
り
で
は
な
い
。
厳
し
さ
や
辛
さ
を
乗

り
越
え
る
魔
法
は
希
望
や
目
標
を
持
つ

こ
と
と
、一
緒
に
乗
り
越
え
る
真
の
友

を
つ
く
る
こ
と
、人
生
の
節
目
と
し
て

実
り
多
い
も
の
と
な
る
よ
う
』と
の
激

励
の
式
辞
を
頂
き
、生
徒
代
表
が
、『
歴

史
と
伝
統
の
本
校
生
徒
と
な
る
こ
と
を

誇
り
に
、勉
学
に
励
む
』こ
と
を
誓
っ
て

高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

�

（
1
学
年
主
任　

佐
藤 

智
子
）
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

3
月
26
日（
土
）

総
合
人
間
科
学
研
究
所
主
催

「
地
域
研
究
成
果
報
告
会
」

　

3
月
26
日
14

時
よ
り
尚
絅
学

院
大
学
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て「
地
域

研
究
成
果
報
告

会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
報

告
は
表
現
文
化

学
科
秋
月
高
太

郎
先
生
よ
り

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
活
用
し
た
名
取
市
に
お
け
る
地
域
振

興
の
研
究
と
実
践
」、
人
間
心
理
学
科

水
田
恵
三
先
生
よ
り「
震
災
後
の
生
活

復
興
感
の
研
究
」、
健
康
栄
養
学
科
野

田
奈
津
実
先
生
よ
り「
名
取
市
特
産
の

セ
リ
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
基
礎
的
研

究
〜
セ
リ
の
嗜
好
性
を
生
か
し
た
調

理
・
加
工
及
び
保
存
法
に
関
す
る
検
討

〜
」の
３
テ
ー
マ
の
研
究
成
果
の
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。
各
研
究
の
資
料
展
示

ブ
ー
ス
と
セ
リ
の
特
色
を
生
か
し
た
試

食
コ
ー
ナ
ー
に
は
多
く
の
方
が
足
を
運

ば
れ
、あ
ら
た
め
て
地
元
名
取
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
報
告

会
は
研
究
テ
ー
マ
を
通
し
て
市
民
の
皆

さ
ん
と
語
り
合
い
触
れ
合
う
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い

た
34
名
の
名
取
市
民
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

�

（
教
育
研
究
支
援
課　
大
山 

均
）

3
月
18
日（
金
）

卒
業
式

　

春
晴
れ
の
3
月
18
日
、仙
台
サ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
2
0
1
5
年
度

の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、
卒
業
生

3
8
7
名
、修
了
生
4
名
が
学
び
舎
を

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
学
長
の
式
辞

で
は
、さ
さ
や
か
で
も
誰
か
の
た
め
に

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
、誰
か
の

た
め
に
祈
る
こ
と
の
大
切
さ
、そ
し
て

結
果
を
恐
れ
ず
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
勇

気
と
確
信
が
あ
れ
ば
、た
と
え
今
は
思

い
通
り
に
な
ら
な
く
と
も
、前
を
向
い

て
歩
ん
で
ほ
し
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
佐
藤
圭
さ
ん
か
ら
は
、先

生
方
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
た
感
謝
が
、修
了
生
の
千
葉
昭
子
さ

ん
か
ら
は
、こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
の
抱
負
な
ど
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
大
学
で
学
ん
だ
最
善
の
道

を
貫
く
知
恵
と
力
を
発
揮
し
、神
様
が

前
途
を
祝
福
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
大
学
事
務
部
次
長　
堀
篭 

洋
一
）

4
月
4
日（
月
）

入
学
式

　
2
0
1
6
年
度
入
学
式
が
仙
台
サ
ン

プ
ラ
ザ
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
学
部
生
、

大
学
院
生
合
計
4
2
3
名
の
新
入
学
生

を
迎
え
ま
し
た
。
式
は
各
学
科
長
か
ら

一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

合
田
学
長
に
よ
る
入
学
許
可
宣
言
が
あ

り
、式
辞
で
は
、「
本
日
は
恵
み
の
雨
。

尚
絅
で
新
し
い
東
北
の
未
来
を
支
え
る

総
合
的
な
人
間
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
。」ま
た
本
学
院
の
初
代
校
長
ア
ニ
ー

ブ
ゼ
ル
の
言
葉「
G
O
O
D
N
E
S
S

良
き
志
」
を
紹
介
し
、「
心
の
内
に

G
O
O
D
N
E
S
S
の
伝
統
を
共
有

し
、地
域
の
振
興
の
た
め
に
学
ん
で
ほ

し
い
。
皆
さ
ん
が
そ
の
主
役
で
あ
る
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
佐
々
木
名
取
市

長
の
祝
辞
で
は
、「
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん

は
多
く
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
。
情
報
の

価
値
を
ど
う
判
断
す
る
か
が
大
事
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
心
が
け
て
人
生
に
役

立
て
て
欲
し
い
。
ま
た
、名
取
市
の
復

興
に
対
す
る
先
輩
の
活
動
を
引
き
継
い

で
ほ
し
い
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
入

学
宣
誓
で
は
代
表
の
子
ど
も
科
の
高
橋

か
の
さ
ん
、研
究
科
の
佐
藤
真
奈
美
さ

ん
が
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

�

（
大
学
事
務
部
長　

佐
々
木 

寿
徳
）

◆
2
0
1
5
年
度 

同
窓
会
入
会
式

　

去
る
2
月
26
日
（
金
）、
八
幡
キ
ャ
ン
パ

ス
に
新
築
移
転
し
、
半
年
余
り
の
新
校
舎

で
の
学
校
生
活
か
ら
巣
立
ち
行
く
高
校
生

2
6
3
名
、
ま
た
新
社
会
人
と
し
て
仲
間

入
り
す
る
大
学
生
4
6
0
名
が
3
月
17
日

（
木
）に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
礼
拝
堂
で
同
窓
会

入
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
村
悦
夫
校
長
、
合
田
隆
史
学
長
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、「
学
院
は
教
員
、

事
務
職
員
、
学
生
の
み
な
ら
ず
、
同
窓
会

会
員
も
こ
の
学
院
を
支
え
て
い
る
大
き
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
、
入
会
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
も
大
い
に
関
わ
り
を
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」と
の
お
勧
め
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
菊
地
和
子
会
長
か
ら
歓
迎
の
言

葉
と
同
窓
会
へ
の
案
内
、
ま
た
記
念
品
を

贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
新
入
会
員
の
代
表

生
は
、
入
会
へ
の
思
い
の
言
葉
と
決
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
も
会
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

ク
ラ
ス
委
員
2
名
ず
つ
、
計
64
名
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
7
2
3
名
の
若
く
溌
刺
と

し
た
新
会
員
が
増
え
、
近
い
将
来
、
会
の

中
心
的
役
割
を
共
に
担
っ
て
い
た
だ
け
る

期
待
は
夢
で
は
な
い
、
と
嬉
し
く
思
え
た

入
会
式
で
し
た
。

�

（
本
部
役
員　

宍
戸 

弥
生
）

◆
2
0
1
5
年
度
第
1
回
幹
事
会
開
催

　

3
月
12
日
（
土
）
午
後
1
時
よ
り
幹
事

会
が
八
幡
校
舎
大
会
議
室
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
34
名
の
参
加
者
で
し
た
。

　

開
会
礼
拝
か
ら
始
ま
り
、
学
校
関
係
者

の
ご
挨
拶
で
は
「
尚
絅
は
大
変
皆
さ
ん
に

支
持
さ
れ
人
気
の
あ
る
学
校
」
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
伺
い
ま
し
た
。

　

次
に
年
間
活
動
報
告
と
し
て
今
年
度
の

会
計
決
算
報
告
、
来
年
度
収
支
予
算
案
が

あ
り
、
い
く
つ
か
活
発
な
意
見
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
支
部
報
告
で
は
各
支
部
長
さ
ん

の
熱
心
な
活
動
内
容
を
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
連
絡
と
報
告
の
部
で
は
、
む
つ
み
の

く
さ
り
復
刊
第
11
号
発
刊
に
つ
い
て
や
、

同
窓
会
グ
ッ
ズ
の
売
上
、
来
年
度
総
会
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に

会
う
方
々
も
お

り
、和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
幹
事

会
で
し
た
。
今

後
も
活
性
化
す

る
同
窓
会
を
目

指
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

（
本
部
役
員　

�
�

�

村
主 

由
美
）

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー

◆
同
窓
会
総
会
の
お
知
ら
せ

●
日　

時�

5
月
21
日
（
土
）
10
時
～
14
時

●
場　

所�

江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

●
説
教
者�

北
三
番
丁
教
会 

江
連
実
牧
師

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

�

民
俗
舞
踊
ク
ラ
ブ
も
く
も
く

★
お
問
合
せ　

同
窓
会
事
務
局

�

０
２
２
・
２
６
４
・
５
８
３
０

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◎
特
別
寄
付
金
の
氏
名
掲
載
に
つ
い
て
は

2
月
号
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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こ
の
3
月
ま
で
の
30
数
年
間
、
宮
城

県
内
の
公
立
学
校
で
勤
務
し
て
き
ま
し

た
が
、こ
の
度
縁
あ
っ
て
、
尚
絅
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
に
赴
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
高
校
時
代
に
、
澱
橋
に
至

る
尚
絅
の
坂
を
、
毎
日
自
転
車
で
行
き

来
し
た
思
い
出
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
高
校
1
年
の

時
、
初
め
て
触
れ
た
聖
書
の
価
値
観
に

魅
せ
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
持
つ

に
至
っ
た
こ
と
が
、こ
の
尚
絅
学
院
に
赴

任
す
る
縁
と
な
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、

神
の
導
き
と
は
実
に
不
思
議
で
面
白
い

と
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

  

尚
絅
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
は
、
そ

の
教
育
目
標
に
「
キ
リ
ス
ト
教
を
土
台

と
し
て
、
人
間
の
あ
り
方
を
探
り
、
他
者

と
共
に
生
き
る
」
人
材
の
育
成
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
喜
び
を
持
っ
て
人
の
た
め
に

働
き
、
人
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
他
者
と

共
に
生
き
る
心
を
育
て
る
。
そ
ん
な
学

校
づ
く
り
を
教
職
員
の
方
々
と
共
に
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
　
学	

健
康
栄
養
学
科	

教
授	

大
下
　
健
幸	

（
勤
続
15
年
）

大
　
学	

健
康
栄
養
学
科	

教
授	

和
泉
眞
喜
子	

（
勤
続
34
年
）

中
学
校
・
高
等
学
校	

教
頭	

斎
藤
　
公
夫	

（
勤
続
37
年
）

中
学
校
・
高
等
学
校	

教
諭	

野
澤
　
初
惠	

（
勤
続
35
年
）

中
学
校
・
高
等
学
校	

教
諭	

五
十
嵐
千
春	

（
勤
続
10
年
3
ヶ
月
）

藤
ふじ

倉
くら

　眞
しん

一
いち

中学校・高等学校 校長
筑波大学大学院修士課程 

教育研究科 修了

新
任
者
の
ご
挨
拶

退
任
者
の
ご
紹
介
（
2
0
1
6
年
3
月
31
日
付
）

新
任
者
の
ご
紹
介

�

（
2
0
1
6
年
4
月
1
日
付
）

　
退
職
専
任
教
職
員

　
採
　
　
用 

（
2
0
1
6
年
2
月
1
日
付
）

　

校
長
在
職
３
年
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
々
の
ご
助
力
に
よ
り
、
何
と
か
職
務
を
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

３
年
間
で
最
大
の
思
い
出
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
新
校
舎
の

建
設
と
引
っ
越
し
で
す
。

　

不
自
由
な
環
境
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
く
れ

た
教
職
員
と
生
徒
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
新
校
舎
へ
初
め
て
生
徒
が
入
っ
て
来
た
と
き
の
感

激
は
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
こ
の
校
舎
に
は
う
ち
の
生
徒
が
似
合
っ
て
い
る
。
本
当
に
、

素
敵
に
、
似
合
っ
て
い
る
!
」

　

涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
間
で
、
高
校
の
志
願
者
数
は
順
調
に
増
え
、
雰
囲

気
も
前
向
き
に
変
わ
り
ま
し
た
。「
尚
絅
の
時
代
」
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
く
、
こ
の
流
れ
が
持
続
す
る
よ
う
に
祈
っ
て
い

ま
す
。
尚
絅
学
院
が
見
つ
め
る
の
は
「
３
歩
前
」で
す
。

中
学
校
・
高
等
学
校

　
校
長		

山
村	

悦
夫
（
勤
続
3
年
）

　
採
　
　
用 

（
2
0
1
6
年
4
月
1
日
付
）

佐
さ

々
さ

木
き

　廣
ひろ

雄
お

経営管理部
財務課
事務員

横
よこやま

山　兼
け ん た ろ う

太郎
中　高
英語科
教　諭

瀬
せ の

野　博
ひ ろ き

紀
中　高
数学科
教　諭

三
み よ し

好　敏
としゆき

之
大　学

人間心理学科
教　授

東
とうも ん だ

門田　誠
たかひで

一
大　学

健康栄養学科
准教授

粉
こ か わ

川　妙
た え こ

子
大　学

子ども学科
教　授

加
か と う

藤　十
みつひろ

大
中　高

保健体育科
教　諭

S
サ ム エ ル

amuel	M
マ ー チ ー

urchie

大　学
表現文化学科

講　師

山
やまがた

縣　洋
よ う た

太
大学事務部
学生生活課

事務員

澁
し ぶ や

谷　洋
ようへい

平
中　高
理　科
教　諭

木
き む ら

村　ふみ子
こ

大　学
健康栄養学科

准教授

村
むらまつ

松　玲
れ い な

奈
幼稚園
教　諭

佐
さ と う

藤　綾
あ や こ

子
中　高
国語科
教　諭

佐
さ さ き

々木　未
み お

央
大学事務部
連携交流課

事務員

石
いしがき

垣　恵
え

理
り

大学事務部
教育研究支援課

事務員

岡
おかさき

﨑　雪
ゆ き え

絵
中　高
国語科
教　諭
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

※�

今
回
の
ご
芳
名
は
11
月
29
日
よ
り
3
月
31
日
後
援
会
・
同
窓
会
受
付
分
の
掲
載
で
す

皆
様
の
ご
芳
心
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
6
年
度
卒
業
生
後
援
会

入
会
者
ご
芳
名
（
敬
称
略
）

大
学
・
健
康
栄
養
学
科

髙
橋
美
里 

村
上
達
哉 

岡
本
恵
里
子

小
関
澄
玲 

佐
藤
圭 

佐
藤
加
奈

佐
々
木
葵 

貝
津
美
樹

人
間
心
理
学
科

菅
井
美
貴 

池
田
末
奈 

山
岡
麻
友

鈴
木
琴
美 

佐
藤
寿
子 

原
麻
莉
乃

川
村
優
果

表
現
文
化
学
科

大
井
佑
介 

瀧
口
恵 

中
村
絵
莉
香

大
友
秀
晃 

諸
橋
拓 

松
下
悠
里
子

櫻
田
智
子

現
代
社
会
学
科

安
住
真
紀 

菅
原
悠
貴 

松
野
朱
莉

齋
藤
愛 

片
平
宏
之 

竹
田
克
彦

山
家
和
也

子
ど
も
学
科

坂
井
仁
美 

千
田
藍
加 

真
砂
な
つ
み

徳
冨
明
良 

村
山
寛
明 

小
松
美
悠

小
室
美
咲

高
等
学
科

山
口
奏
枝 

氏
家
光 

佐
藤
帆
乃
香

竹
内
匠
平 

長
崎
舞 

一
条
茉
優

青
島
葉
月 

渡
邊
新 

渋
谷
智
香

齋
藤
凪
沙 

寺
門
美
菜 

伊
藤
陽
香

安
田
有
花 

渡
邉
敏
尚 

三
嶋
健
太
郎

愛
宕
典
紘 

伊
藤
仁
美 

井
上
ナ
オ
ミ

安
達
瑠
夏 

西
山
美
季 

佐
藤
楓

齋
藤
優
美

後
援
会
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
）

賛
助
会
員

金
五
〇
、〇
〇
〇
円

深
見
道
子

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

加
藤
正
名 

髙
坂
恵
子 

五
十
嵐
規
子

村
山
和
弘 

吉
村
光
子 

戸
村
千
恵
子

髙
橋
慶
子 

和
泉
敬
子 

山
形
潔
子

宍
戸
朗
大 

佐
藤
眞
理

金
六
、〇
〇
〇
円

山
内
京
子 

大
森
悦
子 

大
川
奈
美
恵

後
藤
美
代
子

金
五
、〇
〇
〇
円

齋
藤
綾
子 

森
千
恵
子 

鈴
木
み
ゆ
き

伊
藤
倫
子 

小
島
典
子 

八
巻
ふ
じ
え

渡
辺
進 

鈴
木
陽
子 

佐
藤
志
ず
ゑ

近
江
節
子 

東
海
林
茂
子

金
四
、〇
〇
〇
円

土
井
真
理 

佐
々
木
淑
子

金
三
、〇
〇
〇
円

荒
井
知
香 

三
浦
祐
治 

佐
藤
齋

宍
戸
慶
子

金
二
、〇
〇
〇
円

広
中
絢
子 

星
徳
子 

若
松
久
美
子

山
根
奈
美 

今
野
紀 

井
上
ゆ
か
り

三
浦
尚
美 

杉
内
律
子 

二
宮
百
合
子

稲
垣
元
子 

伊
藤
順
子 

小
川
喜
久
枝

堀
口
睦
子 

油
川
洋 

野
口
サ
チ
子

丹
野
承
子 

横
尾
公
子 

木
村
久
美
子

甲
原
園
子 

島
香
美 

阿
部
あ
つ
子

宮
城
悦
子 

阿
部
達 

山
田
み
の
り

菅
田
時
子 

遠
藤
和
子 

奥
村
小
枝
子

遠
藤
純
子 

髙
野
睦
子 

中
里
真
理
子

渡
部
美
穂 

佐
藤
了
子 

大
江
田
和
子

三
島
昭
子 

鈴
木
律
子 

佐
々
木
道
子

三
浦
忠
一 

都
築
裕
孝 

内
海
奈
保
子

小
島
智
子 

佐
藤
章 

井
上
ゆ
か
り

青
木
久
美 

内
海
和
子 

髙
橋
ふ
み
子

齋
藤
米
子 

長
田
彩 

新
沼
千
惠
子

横
山
邦
子 

櫻
井
信
久 

柴
田
智
恵
子

福
田
勝
子 

亀
岡
宏
子 

坂
田
美
奈
子

沢
村
國
子 

松
尾
重
信 

宮
崎
て
つ
子

高
見
紀
子 

野
中
圭
子 

山
内
由
美
子

渡
辺
静
枝 

森
紀
子 

齋
藤
美
彌
子

井
口
美
恵 

上
島
芳
子 

半
澤
美
恵
子

橋
本
礼
子 

小
山
峯
子 

長
橋
た
ま
き

後
藤
り
ん 

今
出
幸
子 

松
原
美
佐
子

阿
部
嘉
久 

菊
田
典
子 

津
田
な
つ
き

浅
野
純
子 

千
田
智
恵 

安
藤
美
重
子

山
本
博
美 

常
盤
妙
子 

門
間
恵
美
子

小
林
令
児 

菊
池
洋
子 

細
谷
美
和
子

伊
藤
浩
子 

星
野
幸
枝 

築
舘
み
ち
こ

小
林
永
子 

髙
橋
雅
子 

一
井
あ
き
子

松
原
直
子 

鈴
木
綾
子 

小
野
す
ゑ
の

柿
﨑
千
恵 

辻
久
子 

渡
辺
富
寿
子

堀
内
紀
子 

勝
山
榮
子 

鈴
木
美
智
恵

熊
谷
和
子 

勝
井
良
子 

平
田
チ
ヱ
子

菊
田
弘
子 

渡
邊
良
枝 

鈴
木
恵
里
子

大
槻
千
春 

千
葉
寿
子 

平
澤
よ
う
子

鈴
木
祐
子 

村
井
厚
子 

相
澤
ひ
ろ
子

丹
野
英
機 

松
坂
眞
里 

押
永
稚
耶
子

星
徳
子 

高
橋
大
志 

粕
谷
志
津
子

渡
辺
恵
子 

河
野
瑛 

遊
佐
ひ
で
よ

阿
部
雄
子 

永
瀨
宮
子 

五
十
嵐
宣
子

平
澤
沙
織 

三
戸
節
子 

片
岡
多
恵
子

千
葉
眞 

鈴
木
和
子 

菅
野
喜
美
子

齋
藤
静
江 

齋
亮
子 

立
沢
千
恵
子

熊
谷
史
子 

色
川
道
子 

加
藤
と
み
よ

加
藤
宏
子 

堀
み
よ
子 

佐
竹
陽
子

橘
川
孚 

鏡
久
美
子 

宍
戸
弘
子

三
浦
充
子 

石
井
郁
子 

山
下
章
子

宮
城
洋
子 

大
島
良
雄 

名
取
知
子

渡
部
尚
美 

塩
井
順
子 

野
村
政
子

日
本
基
督
教
団
仙
台
北
三
番
丁
教
会

玉
澤
洋
子 

金
森
大
樹 

木
村
富
士
雄

秋
山
妙
子 

倉
澤
範
子

同
窓
会
活
動
協
力
費
（
敬
称
略
）

正
会
員

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

井
上
ゆ
か
り 

渡
辺
豊
子

金
八
、〇
〇
〇
円

大
森
悦
子

金
六
、〇
〇
〇
円

山
内
京
子

金
五
、〇
〇
〇
円

森
千
恵
子 
鈴
木
み
ゆ
き 

齋
藤
綾
子

渡
辺
静
枝 
鈴
木
陽
子 

戸
村
千
恵
子

佐
藤
志
ず
ゑ 

近
江
節
子 

東
海
林
茂
子

金
三
、〇
〇
〇
円

髙
橋
ふ
み
子

金
二
、〇
〇
〇
円

佐
藤
徳
子 

小
林
邦
子 

奥
村
小
枝
子

山
根
奈
美 

横
尾
公
子 

大
江
田
和
子

甲
原
園
子 

小
島
典
子 

山
田
と
き
子

丹
野
承
子 

堀
口
睦
子 

内
海
奈
保
子

菅
田
時
子 

遠
藤
和
子 

佐
々
木
道
子

遠
藤
敦
子 

三
島
昭
子 

髙
屋
む
つ
子

内
海
和
子 

佐
藤
了
子 

柴
田
智
恵
子

高
見
紀
子 

亀
岡
宏
子 

坂
田
美
奈
子

菊
地
芳
子 

沢
村
國
子 

齋
藤
美
彌
子

野
中
圭
子 

福
田
勝
子 

津
田
な
つ
き

井
口
美
恵 

橋
本
礼
子 

半
澤
美
恵
子

後
藤
り
ん 

小
山
峯
子 

長
橋
た
ま
き

浅
野
純
子 

阿
部
嘉
久 

門
間
恵
美
子

千
田
智
恵 

山
本
博
美 

大
友
美
恵
子

常
盤
妙
子 

菊
田
弘
子 

細
谷
美
和
子

星
野
幸
枝 

小
林
永
子 

小
野
す
ゑ
の

松
原
直
子 

勝
山
榮
子 

一
井
あ
き
子

清
水
敬
子 

柿
﨑
千
恵 

渡
辺
富
寿
子

大
槻
千
春 

村
井
厚
子 

昆
野
喜
根
子

松
坂
眞
理 

熊
谷
史
子 

押
永
稚
耶
子

高
橋
大
志 

渡
辺
恵
子 

鈴
木
恵
里
子

吉
村
光
子 

平
澤
沙
織 

平
澤
よ
う
子

阿
部
雄
子 

三
戸
節
子 

平
田
チ
ヱ
子

山
下
章
子 

加
藤
宏
子 

粕
谷
志
津
子

佐
竹
陽
子 

石
井
郁
子 

遊
佐
ひ
で
よ

宍
戸
弘
子 

河
野
瑛 

長
谷
田
美
那
子

渡
部
尚
美 

秋
山
妙
子 

立
沢
千
恵
子

片
岡
多
恵
子 

五
十
嵐
宣
子 

菅
野
喜
美
子

加
藤
と
み
よ

■ 

任
　
用

管
理
職
位
者

大
学 

副
学
長 

水
田
　
惠
三

中
高 

校
長 

藤
倉
　
眞
一

中
高 

教
頭 

佐
々
木
達
也

■ 

昇
　
任

大
学 

子
ど
も
学
科 

准
教
授 

相
馬
　
　
亮

大
学 

環
境
構
想
学
科 

准
教
授 

馬
場
た
ま
き

■ 

委
　
嘱

（
特
別
任
用
教
員
）
大
学 

表
現
文
化
学
科 

教
授

 

大
野
　
　
実

大
学
事
務
部 

連
携
交
流
課 

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

庄
司
　
則
雄

■ 

監
督
職
位
者

大
学 

進
路
就
職
部
長 

大
野
　
　
実

中
高 

総
務
部
主
任 

松
宮
　
正
樹

　
　 

教
務
部
主
任 

田
嶋
　
　
誠

　
　 

中
学
校
主
任 

戸
嶋
　
　
慎

　
　 

高
校
1
年
主
任 

佐
藤
　
智
子

　
　 

総
進
コ
ー
ス
主
任 

濱
家
　
博
幸

 

（
進
路
部
主
任
兼
務
）

　
　 

文
理
コ
ー
ス
主
任 

熊
谷
　
千
鶴

 

（
入
試
広
報
部
主
任
兼
務
）

幼
稚
園 

主
任 

猪
股
　
千
穂

事
務 

経
営
管
理
部 

教
職
員
課
長 

原
田
　
　
紀

　
　 

大
学
事
務
部 

入
試
広
報
課
長 

小
島
　
里
美

　
　 

大
学
事
務
部 

連
携
交
流
課
長 

佐
々
木
真
理

■ 

課 

長 

補 

佐

事
務 

経
営
管
理
部

　
　 

　 

財
務
課
長
補
佐 

佐
藤
　
光
一

　
　 

大
学
事
務
部

　
　 

　 

進
路
就
職
課
長
補
佐 

半
澤
　
泰
也

■ 

配 

置 

転 

換

事
務 

経
営
管
理
部 

総
務
課 

鈴
木
　
美
和

　
　 

大
学
事
務
部 

政
策
企
画
室 

照
井
　
健
也

　
　 

　
　
　
　
　 

教
務
課 

伊
勢
　
方
博

　
　
　
　
　  

学
生
生
活
課 

山
縣
　
洋
太

　
　
　
　
　  

進
路
就
職
課 

岩
崎
　
真
弥

　
　 

　
　
　 

連
携
交
流
課 

佐
々
木
未
央

　
　
　  

教
育
研
究
支
援
課 

石
垣
　
恵
理

　
　
　
　
　   

齋
藤
　
陽
子

中
高
事
務
室 

阿
部
千
恵
子

■ 

異
　
動

幼
稚
園
教
諭 

猪
股
　
千
穂

※
専
任
教
職
員
の
み
の
ご
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
人
　
事 

（
2
0
1
6
年
4
月
1
日
付
）
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